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札所二十三番　松風山　音楽寺

CANON ELECTRONICS INC.

札所二十三番　松風山　音楽寺

【
物
語
】

天
長
年
間
（
八
二
四
〜
八
三
四
）、
慈
覚
大
師
が
巡
行

し
た
際
こ
の
地
で
聖
観
音
を
刻
ん
だ
。
安
置
す
る
場
所
を

探
し
山
道
を
行
く
と
、
多
数
の
小
男
鹿
（
牡
鹿
）
が
道
案

内
を
し
た
、
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。

【
記
事
】

観
音
堂
の
脇
に
あ
る
梵
鐘
（
ぼ
ん
し
ょ
う
）、
秩
父
札

所
随
一
の
音
色
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

鐘
身
に
は
、
人
間
の
持
つ
百
八
つ
の
煩
悩
を
表
し
た
乳

頭
（
丸
い
突
起
）
と
、
聖
観
音
、
不
空
羂
索
観
音
（
ふ
く

う
け
ん
じ
ゃ
く
か
ん
の
ん
）、
十
一
面
観
音
、
如
意
輪
観
音
、

千
手
観
音
、
馬
頭
観
音
の
六
観
音
が
鋳
込
ま
れ
て
い
る
。

境
内
に
は
、
秩
父
困
民
党
無
名
戦
士
の
碑
も
あ
り
、
日

本
近
代
史
の
始
ま
り
を
偲
ば
せ
て
く
れ
る
。

【
ひ
と
言
】

音
楽
寺
と
い
う
近
代
的
な
寺
の
名
は
、
松
の
梢
を
吹
く

風
の
音
か
ら
生
ま
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

近
年
は
、
音
楽
に
関
す
る
願
い
事
を
か
な
え
て
く
れ
る

寺
と
し
て
、
新
人
歌
手
や
、
ス
タ
ー
歌
手
が
、
ヒ
ッ
ト
が

出
る
よ
う
に
と
祈
願
に
来
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

【
御
詠
歌
】

音
楽
の
み
声
な
り
け
り
小
鹿
坂
の

調
べ
に
か
よ
う
峰
の
松
風

【
所
在
地
】

〒
三
六
八
‐
〇
〇
五
六

埼
玉
県
秩
父
市
大
字
寺
尾
三
七
七
三

【
電
話
番
号
】

〇
四
九
四
‐
二
五
‐
三
〇
一
八

札
所
二
十
三
番
　
松
風
山
　
音
楽
寺演歌歌手のポスターなどが 音楽寺本堂

鐘楼堂

●

●

●

●

●

●

16.西光寺

22.童子堂
23.音楽寺

佐久良
橋

秩父おりものクロス館

展望台

展望台

梅園

小鹿坂峠

ミニストップ

秩父公園橋

ス
カ
イ
ロ
ー
ド

武之鼻橋

● 駐車場

至秩父駅

至20番、21番

地蔵

荒
　
川

N

0 500m

し
ょ
う
ふ
う
さ
ん
　
　
　
お
ん
が
く
じ

お
が
さ
か



札所二十四番　光智山　法泉寺

CANON ELECTRONICS INC.

札所二十四番　光智山　法泉寺

【
物
語
】

昔
々
、
武
蔵
国
の
恋
ヶ
窪
に
、
口
中
の
腫
れ
物
に
苦
し

む
遊
女
が
居
た
。

遊
女
は
観
音
を
信
仰
す
る
大
変
慈
悲
深
い
女
性
で
、
毎

朝
修
行
僧
に
施
し
を
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
ん
な
あ
る
朝
、

秩
父
か
ら
来
た
と
い
う
僧
が
、
一
本
の
楊
（
や
な
ぎ
）
の

枝
を
遊
女
に
与
え
、「
こ
の
枝
で
口
の
中
を
そ
そ
ぎ
な
さ

い
」
と
教
え
た
。

遊
女
は
、
僧
の
教
え
ど
お
り
に
楊
の
枝
で
口
中
を
そ
そ

い
で
み
る
事
に
し
た
。
す
る
と
、
口
中
の
腫
れ
物
は
み
る

み
る
う
ち
に
快
癒
し
、
痛
み
も
全
て
消
え
て
し
ま
っ
た
。

以
来
、
こ
の
寺
に
は
病
の
回
復
を
願
う
礼
拝
者
も
多
い
と

い
う
。

【
記
事
】

毎
年
四
月
十
八
日
の
縁
日
の
日
に
は
地
元
の
人
々
が
集

い
、
廻
り
念
仏
が
行
わ
れ
る
。

廻
り
念
仏
は
、
境
内
に
集
ま
っ
た
人
々
が
輪
に
な
っ
て
座

り
、
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
大
数
珠
（
約
十
メ
ー
ト
ル
）
を
隣

の
人
に
廻
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
大
数
珠
廻

し
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
大
数
珠
は
、
本
堂
の
右
側
に
吊
る

し
て
あ
り
、
参
詣
者
が
手
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
ひ
と
言
】

百
十
七
段
の
石
段
を
登
り
き
っ
た
境
内
か
ら
は
、
田
園
風

景
と
共
に
、
秩
父
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
武
甲
山
を
望
む
事
が

で
き
る
。
子
供
の
頃
境
内
で
遊
ん
だ
記
憶
が
目
前
に
甦
っ
て

く
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
懐
か
し
さ
溢
れ
る
風
情
で
あ
る
。

【
御
詠
歌
】

天
照
す
神
の
母
祖
の
色
か
へ
て

な
お
も
ふ
り
ぬ
る
雪
の
白
山

【
所
在
地
】

〒
三
六
八
‐
〇
〇
五
四

埼
玉
県
秩
父
市
別
所
一
五
八
六

【
電
話
番
号
】

〇
四
九
四
‐
二
三
‐
〇
九
四
三

札
所
二
十
四
番
　
光
智
山
　
法
泉
寺

内部には前立本尊観世
音が安置されている

観音堂

百十六段の石段

巴川橋

24.法泉寺

●
酒造資料館

荒
川

小
鹿
坂
巡
礼
道
コ
ー
ス

●巴川公会堂

●
宝林院（普賢菩薩）

白山神社

金比羅宮

至25番、久那方面

至22番、23番

至影森方面

N

0 500m

こ
う
ち
さ
ん
　
　
　
　
　
ほ
う
せ
ん
じ

あ
ま
て
ら
す

は
は
そ

し
ら
や
ま



札所二十五番　岩谷山　久昌寺

CANON ELECTRONICS INC.

札所二十五番　岩谷山　久昌寺

【
物
語
】

昔
々
、
様
々
な
悪
行
を
積
み
重
ね
、
家
族
や
村
人
か
ら

も
追
い
出
さ
れ
た
鬼
女
が
居
た
。

鬼
女
は
、
こ
こ
久
那
の
岩
洞
に
住
み
始
め
、
一
人
の
女

の
子
を
出
産
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
悪
行
が
祟
っ

て
、
娘
が
十
五
歳
の
時
に
命
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。

た
だ
一
人
残
さ
れ
た
娘
は
母
親
と
は
異
な
り
、
非
常
に

澄
ん
だ
美
し
い
心
の
持
主
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
母
親
の
罪

を
大
変
悲
し
み
、
後
世
で
母
親
が
苦
し
ま
な
い
よ
う
に
と

観
音
堂
の
建
立
を
発
願
し
た
。
こ
の
娘
の
や
さ
し
さ
に
心

打
た
れ
た
村
人
達
は
、
彼
女
に
惜
し
ま
ず
協
力
を
し
、
観

音
堂
は
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。

【
記
事
】

秩
父
霊
場
を
創
っ
た
と
さ
れ
る
性
空
上
人
が
、
冥
土
の

閻
魔
大
王
の
前
で
経
典
十
万
部
を
読
み
、
そ
の
御
礼
と
し

て
石
の
証
文
と
石
の
手
判
を
持
ち
帰
っ
た
。

そ
の
石
の
証
文
は
両
国
二
十
四
番
中
山
寺
へ
、
石
の
手

判
は
当
寺
、
久
昌
寺
へ
納
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
別
名

御
手
判
寺
と
呼
ば
れ
閻
魔
の
御
手
判
の
版
刷
り
を
授
与
し

て
も
ら
う
事
も
出
来
る
。

【
ひ
と
言
】

観
音
堂
の
裏
手
に
は
弁
天
池
が
あ
り
、
周
囲
の
木
々
を

水
面
に
映
し
出
し
て
い
る
。

そ
の
様
は
、
と
て
も
静
寂
で
落
ち
着
き
の
漂
う
も
の
で

あ
り
、
心
が
洗
い
流
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

【
御
詠
歌
】

水
上
は
い
づ
く
な
る
ら
ん
岩
谷
堂

朝
日
も
く
な
く
夕
日
か
が
や
く

【
所
在
地
】

〒
三
六
八
‐
〇
〇
五
三

埼
玉
県
秩
父
市
久
那
二
二
一
五

【
電
話
番
号
】

〇
四
九
四
‐
二
三
‐
七
三
〇
九

札
所
二
十
五
番
　
岩
谷
山
　
久
昌
寺観音堂

御手判の版刷り

弁天池と久昌寺境内

25.久昌寺

彩
甲
斐
街
道

●

●

秩父砂利

セブンイレブン

浦山口

久那大橋

●三菱石油

○文
久那小

葛城神社

24番、ミューズパーク方面へ

N

0 500m

い
わ
や
さ
ん
　
　
　
き
ゅ
う
し
ょ
う
じ

み
な
か
み



札所二十六番　万松山　円融寺

CANON ELECTRONICS INC.

札所二十六番　万松山　円融寺

【
物
語
】

そ
の
昔
、
弘
法
大
師
が
こ
の
地
に
巡
錫
（
じ
ゅ
ん
し
ゃ

く
）
し
、
二
十
一
日
間
に
及
ぶ
護
摩
（
ご
ま
）
の
修
行
を

成
し
遂
げ
る
と
、
そ
こ
に
観
世
音
が
現
れ
て
「
こ
の
事
後

の
大
徳
に
任
せ
よ
」
と
告
げ
た
。
そ
の
後
、
巡
錫
に
訪
れ

た
恵
心
僧
都
は
、
聖
観
世
音
を
彫
り
、
村
人
と
共
に
堂
宇

を
建
立
し
て
観
世
音
を
安
置
し
た
と
い
う
。

【
記
事
】

本
寺
に
は
県
指
定
文
化
財
で
あ
る
鳥
山
石
燕
（
と
り
や

ま
せ
き
え
ん
）
作
の
「
景
清
牢
破
り
の
絵
馬
」
や
、
そ
の

門
人
で
あ
る
石
中
女
が
十
三
歳
の
時
に
描
い
た
と
さ
れ
る

「
紫
式
部
石
山
寺
秋
月
の
図
の
絵
馬
」
が
寺
宝
と
し
て
保

管
さ
れ
て
い
る
。

【
ひ
と
言
】

円
融
寺
の
奥
の
院
と
い
っ
た
存
在
の
岩
井
堂
ま
で
は
険

し
い
岩
場
や
山
道
を
登
る
。

し
か
し
、
そ
の
分
辿
り
着
い
た
時
の
満
足
感
は
格
別
で

あ
り
、
昔
な
が
ら
の
霊
場
と
い
っ
た
雰
囲
気
を
味
わ
う
事

が
で
き
る
。

【
御
詠
歌
】

尋
ね
入
り
む
す
ぶ
清
水
の
岩
井
堂

心
の
垢
を
す
す
が
ぬ
は
な
し

【
所
在
地
】

〒
三
六
九
‐
一
八
七
一

埼
玉
県
秩
父
市
下
影
森
三
四
八

【
電
話
番
号
】

〇
四
九
四
‐
二
三
‐
八
八
三
八

札
所
二
十
六
番
　
万
松
山
　
円
融
寺

断崖の上に建つ観音堂（岩井堂）

円融寺本堂

柳大橋

26.岩井堂
　（観音堂）

26.円融寺
　（納経所）

27.大淵寺

○工昭和電工

影森

秩
父
鉄
道

交番

影森

琴平神社

●

護国観音琴平コース　徒歩のみ

○

○

○文
影森小

影森駅前

秩父土木事務所前

○×

卍
長福寺

至
秩
父
市
街至

巴
川
橋

N

0 500m

ば
ん
し
ょ
う
ざ
ん
　
　
　
え
ん
ゆ
う
じ



札所二十七番　竜河山　大淵寺

CANON ELECTRONICS INC.

札所二十七番　竜河山　大淵寺

【
物
語
】

宝
明
（
ほ
う
め
い
）
と
い
う
名
の
行
脚
僧
が
、
こ
こ
影

森
の
地
で
病
に
倒
れ
、
七
年
の
間
病
床
に
あ
っ
た
。
そ
こ

へ
訪
れ
た
弘
法
大
師
は
、
宝
明
か
ら
病
の
話
を
聞
く
と
、

聖
観
音
像
を
彫
り
与
え
た
。
宝
明
は
病
の
回
復
を
祈
願
し
、

礼
拝
を
続
け
た
。
す
る
と
ど
う
し
た
事
か
、
七
日
目
に
霊

験
が
あ
り
病
は
跡
形
も
な
く
完
治
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ

に
歓
喜
し
た
宝
明
は
、
弘
法
大
師
の
彫
っ
た
観
音
像
を
本

尊
と
し
て
、
堂
宇
を
建
立
し
た
と
い
う
。

【
記
事
】

毎
年
四
月
に
は
護
国
大
観
音
縁
日
が
催
さ
れ
、
平
和
祈

願
が
行
わ
れ
て
い
る
。

高
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
護
国
大
観
音
は
、
高
崎
観

音
・
大
船
観
音
と
共
に
関
東
三
観
音
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

て
い
る
。
平
成
八
年
に
「
月
影
堂
」（
観
音
堂
）
が
再
建

さ
れ
る
。

【
ひ
と
言
】

境
内
か
ら
見
上
げ
る
大
観
音
像
は
、
や
さ
し
い
顔
で
参

拝
者
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
。

山
々
の
木
々
に
囲
ま
れ
た
風
景
の
中
か
ら
、
一
光
が
差

す
よ
う
な
か
た
ち
で
大
観
音
像
を
眺
め
る
、
と
い
う
の
も

ま
た
良
い
も
の
で
あ
る
。

【
御
詠
歌
】

夏
山
や
し
げ
き
が
下
の
露
ま
で
も

心
へ
だ
て
ぬ
月
の
影
も
り

【
所
在
地
】

〒
三
六
九
‐
一
八
七
二

埼
玉
県
秩
父
市
上
影
森
四
一
一

【
電
話
番
号
】

〇
四
九
四
‐
二
二
‐
五
二
五
九

札
所
二
十
七
番
　
竜
河
山
　
大
淵
寺観音堂

高さ15mの大観音

柳大橋

26.岩井堂
　（観音堂）

26.円融寺
　（納経所）

27.大淵寺

○工昭和電工

影森

秩
父
鉄
道

交番

影森

琴平神社

●

護国観音琴平コース　徒歩のみ

○

○

○文
影森小

影森駅前

秩父土木事務所前

○×

卍
長福寺

至
秩
父
市
街至

巴
川
橋

N

0 500m

り
ゅ
う
が
さ
ん
　
　
　
　
だ
い
え
ん
じ



札所二十八番　石龍山　橋立寺

CANON ELECTRONICS INC.

札所二十八番　石龍山　橋立寺

【
物
語
】

そ
の
昔
、
弘
法
大
師
が
柚
の
老
木
を
刻
ん
で
馬
頭
観
音

と
し
、
こ
こ
に
安
置
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。

西
国
、
坂
東
、
秩
父
の
百
観
音
霊
場
の
う
ち
、
馬
頭
観
音

を
本
尊
と
し
て
い
る
の
は
本
寺
と
松
尾
寺
（
両
国
二
十
九

番
）
だ
け
で
あ
り
、
非
常
に
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。

【
記
事
】

納
経
所
の
側
に
橋
立
鍾
乳
洞
（
県
天
然
記
念
物
）
の
入

口
が
あ
り
、
全
長
二
百
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
洞
内
を
探
索
す

る
事
が
で
き
る
。
別
名
岩
陰
遺
跡
と
も
呼
ば
れ
、
遥
か
昔

に
は
古
代
人
が
住
居
と
し
て
使
用
し
て
い
た
と
い
う
。

【
ひ
と
言
】

観
音
堂
の
背
後
に
は
巨
大
な
絶
壁
が
た
た
ず
み
、
そ
の

影
は
礼
拝
者
を
飲
み
込
ま
ん
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
迫
力

は
一
見
の
価
値
が
あ
る
。

【
御
詠
歌
】

霧
の
海
た
ち
重
な
る
は
雲
の
波

た
ぐ
ひ
あ
ら
じ
と
わ
た
る
橋
立

【
所
在
地
】

〒
三
六
九
‐
一
八
七
二

埼
玉
県
秩
父
市
上
影
森
六
七
五

【
電
話
番
号
】

〇
四
九
四
‐
二
四
‐
五
三
九
九

札
所
二
十
八
番
　
石
龍
山
　
橋
立
堂切り立った岩壁を背景に建つ本堂

馬の観音様にふさわしく、
馬の像や絵馬が多い

28.橋立堂
29.長泉院

彩
甲
斐
街
道

●

●

浦山渓谷キャンプ場

橋立川キャンプ場

●

セブンイレブン

浦山口

●鍾乳洞

鍾乳洞入口

● 民俗資料館

久那大橋

●三菱石油

徒
歩

のみ
●

案内

● 浄水場

至25番 至秩父市街N
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う



札所二十九番　笹戸山　長泉院

CANON ELECTRONICS INC.

札所二十九番　笹戸山　長泉院

【
物
語
】

元
正
天
皇
の
頃
、
山
の
麓
に
龍
女
が
現
わ
れ
不
思
議
な

灯
り
を
と
も
し
、
村
人
達
は
大
変
気
味
悪
が
っ
て
い
た
。

そ
こ
へ
十
余
人
の
巡
礼
僧
が
立
ち
寄
っ
た
の
で
、
村
人
は

灯
り
の
と
も
る
岩
屋
ま
で
案
内
す
る
事
に
し
た
。
す
る
と
、

岩
屋
か
ら
聖
観
音
像
が
発
見
さ
れ
た
。

そ
の
後
村
人
達
は
僧
の
指
示
に
従
い
、
こ
こ
に
堂
を
建

て
聖
観
音
を
安
置
し
た
と
い
う
。

【
記
事
】

こ
の
寺
に
は
、
秩
父
観
音
霊
場
開
山
の
折
に
奉
納
さ
れ

た
も
の
と
い
わ
れ
る
石
札
を
は
じ
め
、
葛
飾
北
斎
の
描
い

た
「
桜
花
の
図
」、
更
に
は
洛
東
山
の
香
炉
、
地
獄
極
楽

の
絵
草
紙
、
徳
川
将
軍
の
奉
納
品
な
ど
の
寺
宝
が
あ
る
。

【
ひ
と
言
】

参
道
入
口
に
は
大
き
な
枝
垂
れ
桜
が
あ
り
、
春
に
は
そ

の
美
し
さ
が
巡
礼
者
の
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
る
。
ま
た
、

境
内
に
は
四
季
折
々
の
花
が
あ
ふ
れ
、
奥
に
は
数
多
く
の

竹
林
の
侘
び
が
静
け
さ
を
保
ち
、
参
拝
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
。

【
御
詠
歌
】

分
け
の
ぼ
り
結
ぶ
笹
の
戸
お
し
開
き

仏
を
拝
む
身
こ
そ
た
の
も
し

【
所
在
地
】

〒
三
六
九
‐
一
八
〇
二

埼
玉
県
秩
父
郡
荒
川
村
上
田
野
五
五
七

【
電
話
番
号
】

〇
四
九
四
‐
五
四
‐
一
一
〇
六

札
所
二
十
九
番
　
笹
戸
山
　
長
泉
院参道前にある見事な枝垂桜

美しい境内に建つ本堂

28.橋立堂
29.長泉院

彩
甲
斐
街
道

●

●

浦山渓谷キャンプ場

橋立川キャンプ場

●

セブンイレブン

浦山口

●鍾乳洞

鍾乳洞入口

● 民俗資料館

久那大橋

●三菱石油

徒
歩

のみ
●

案内

● 浄水場

至25番 至秩父市街N

0 500m
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札所三十番　瑞龍山　法雲寺

CANON ELECTRONICS INC.

札所三十番　瑞龍山　法雲寺

【
物
語
】

平
安
時
代
、
深
谷
山
・
岩
の
上
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た

深
谷
（
ふ
か
た
に
）
観
音
が
、
鎌
倉
時
代
法
雲
寺
開
創
に

伴
っ
て
、
法
雲
寺
境
内
に
遷
さ
れ
た
。

【
記
事
】

寺
宝
と
し
て
、
天
文
年
間
の
古
納
札
六
枚
や
「
天
狗
の

爪
」「
龍
の
骨
」「
楊
貴
妃
の
鏡
」
な
ど
が
あ
る
。

ゆ
え
に
、
本
尊
の
如
意
輪
観
音
は
楊
貴
妃
観
音
と
い
わ

れ
、
鎌
倉
建
長
寺
十
九
世
道
隠
禅
師
が
唐
よ
り
持
ち
帰
っ

た
仏
像
と
い
わ
れ
て
い
る
。

【
ひ
と
言
】

周
囲
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
立
地
条
件
も
あ
り
、
非
常
に

静
粛
さ
を
感
じ
さ
せ
る
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
、
古
都
、

京
都
の
寺
を
思
わ
せ
る
。

ま
た
、
花
の
寺
と
し
て
も
知
ら
れ
、
四
季
折
々
の
花
に

彩
ら
れ
る
。

特
に
四
月
下
旬
か
ら
六
月
下
旬
に
か
け
て
、つ
つ
じ
、
ふ
じ
、

さ
つ
き
、
あ
じ
さ
い
の
花
が
次
々
と
咲
き
見
事
で
あ
る
。

【
御
詠
歌
】

一
心
に
南
無
観
音
と
唱
ふ
れ
ば

慈
悲
ふ
か
谷
の
誓
ひ
た
の
も
し

【
所
在
地
】

〒
三
六
九
‐
一
九
一
二

埼
玉
県
秩
父
郡
荒
川
村
白
久
四
三
二

【
電
話
番
号
】

〇
四
九
四
‐
五
四
‐
〇
一
〇
八

札
所
三
十
番
　
瑞
龍
山
　
法
雲
寺

古い納札

法雲寺本坊（納経所）

岩之上堂の次に古い建物といわれる観音堂

29.長泉院

至32番

30.法雲寺

武州中川駅
武州日野駅

白久駅三峰口駅
白川橋

平和橋
荒川橋

日野鷺橋

●道の駅「荒川村」

荒川

N
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札所三十一番　鷲窟山　観音院

CANON ELECTRONICS INC.

札所三十一番　鷲窟山　観音院

【
物
語
】

鎌
倉
時
代
の
初
期
、
畠
山
重
忠
が
こ
の
地
に
狩
り
に
や

っ
て
き
た
。
鷲
の
巣
を
見
つ
け
た
の
で
矢
を
射
っ
て
み
た

が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
、
何
度
射
っ
て
も
全
て
跳
ね
返
さ

れ
て
し
ま
う
。
不
思
議
に
思
っ
た
重
忠
が
、
巣
を
降
ろ
し

て
み
る
と
、
平
安
時
代
将
門
の
乱
で
所
在
不
明
に
な
っ
て

い
た
聖
観
音
像
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
重
忠
は
こ
こ

に
堂
を
建
て
、
聖
観
音
を
安
置
し
た
と
い
う
。

【
記
事
】

観
音
堂
の
左
手
に
は
「
聖
浄
の
滝
」、
滝
の
左
側
の
岩

肌
に
は
弘
法
大
師
が
一
夜
に
し
て
彫
り
あ
げ
た
と
伝
え
ら

れ
る
「
爪
彫
り
千
体
仏
」
が
あ
る
。
又
、
境
内
・
東
・
西

の
奥
の
院
に
は
、
八
十
八
体
の
弘
法
大
師
像
を
含
む
百
九

十
体
の
石
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

【
ひ
と
言
】

岩
肌
に
打
込
ま
れ
た
鎖
を
使
わ
な
い
と
、
登
れ
な
い
よ

う
な
所
に
石
仏
が
あ
る
。
胎
内
く
ぐ
り
岩
の
岩
穴
を
く
ぐ

り
ぬ
け
る
途
中
に
は
、
子
育
観
音
が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し

た
冒
険
を
体
験
す
る
の
も
、
た
ま
に
は
良
い
も
の
で
あ
る
。

【
御
詠
歌
】

深
山
路
を
か
き
分
け
尋
ね
行
き
み
れ
ば

鷲
の
岩
谷
に
ひ
び
く
滝
つ
瀬

【
所
在
地
】

〒
三
六
八
‐
〇
一
一
一

埼
玉
県
秩
父
郡
小
鹿
野
町
飯
田
観
音
二
二
一
一

【
電
話
番
号
】

〇
四
九
四
‐
七
五
‐
三
三
〇
〇

札
所
三
十
一
番
　
鷲
窟
山
　
観
音
院岩窟に並べられている石仏

参道には石仏や
句碑がいっぱい

観音堂

0 1000 2000 3000m

32.法性寺

33.菊水寺

●

道の駅
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吉田川
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31.観音院
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札所三十二番　般若山　法性寺

CANON ELECTRONICS INC.

札所三十二番　般若山　法性寺

【
物
語
】

昔
々
、
武
州
豊
島
郡
か
ら
こ
の
地
に
豊
島
権
守
の
娘
が

嫁
に
や
っ
て
き
た
。

そ
の
娘
が
実
家
に
帰
る
た
め
「
さ
い
が
淵
」
を
通
り
か

か
っ
た
時
、
突
然
、
悪
魚
に
襲
わ
れ
て
し
ま
い
溺
れ
そ
う

に
な
っ
た
。
す
る
と
、
ど
こ
か
ら
か
一
艘
の
舟
が
近
づ
い

て
き
た
。
そ
の
舟
に
は
笠
を
か
ぶ
っ
た
女
性
が
一
人
乗
っ

て
お
り
、
溺
れ
か
け
て
い
た
娘
は
幸
運
に
も
助
か
っ
た
。

こ
の
舟
を
漕
い
で
い
た
女
性
こ
そ
、
法
性
寺
本
尊
の
化
身

だ
っ
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
父
権
守
は
大
変
感
謝
し
、
三
日

三
夜
般
若
心
経
を
写
し
続
け
、
こ
の
寺
の
観
音
様
を
供
養

し
深
く
帰
依
し
た
。

【
記
事
】

行
基
菩
薩
作
と
い
わ
れ
る
本
尊
の
聖
観
世
音
は
、
冠
の

上
に
笠
を
か
ぶ
り
舟
を
漕
い
で
い
る
と
い
う
、
非
常
に
珍

し
い
観
音
像
で
あ
る
。

【
ひ
と
言
】

本
堂
の
更
な
る
奥
へ
道
無
き
道
を
進
ん
で
行
く
と
、
奥

の
院
の
観
音
像
及
び
大
日
如
来
像
に
出
会
え
る
の
だ
が
、

そ
の
道
は
と
て
も
険
し
い
。

し
か
し
、
そ
こ
か
ら
眺
め
る
壮
大
な
景
色
は
格
別
で
あ

り
、
苦
労
し
て
歩
む
だ
け
の
な
に
か
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

【
御
詠
歌
】

願
わ
く
は
般
若
の
舟
に
の
り
を
得
ん

い
か
な
る
罪
も
浮
か
ぶ
と
ぞ
聞
く

【
所
在
地
】

〒
三
六
八
‐
〇
一
〇
三

埼
玉
県
秩
父
郡
小
鹿
野
町
般
若
二
六
六
一

【
電
話
番
号
】

〇
四
九
四
‐
七
五
‐
〇
四
一
〇

札
所
三
十
二
番
　
般
若
山
　
法
性
寺山頂奥の院の観音像

二階建ての山門 観音堂

0 1000 2000 3000m
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33.菊水寺
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赤平川
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吉田町

31.観音院

赤平橋

○文
○文

秩父ミューズパーク

泉田
○

長若小
長若中

小鹿野警察○×

卍

25番、30番方面

30番方面
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札所三十三番　延命山　菊水寺

CANON ELECTRONICS INC.

札所三十三番　延命山　菊水寺

【
物
語
】

昔
々
、
本
寺
の
近
く
の
峠
に
八
人
の
盗
賊
が
住
み
つ
き
、

悪
事
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
八
人
峠
と
呼
ば

れ
村
人
や
通
行
人
か
ら
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。

あ
る
日
、
そ
こ
へ
旅
の
僧
が
通
り
か
か
っ
た
。
盗
賊
達

は
い
つ
も
の
よ
う
に
僧
が
身
に
付
け
て
い
る
物
を
剥
ぎ
取

ろ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
僧
が
手
に
印
を
結
ん
だ
途
端
、

金
縛
り
に
あ
っ
た
か
の
ご
と
く
全
く
身
動
き
出
来
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
「
盗
み
の
罪
は
き
わ
め
て
重
い
が
、
今
こ
こ
に

心
を
改
め
る
な
ら
仏
の
慈
悲
が
下
さ
れ
よ
う
。」
と
い
う

僧
の
戒
め
に
、
八
人
の
盗
賊
は
許
し
を
請
い
、
僧
か
ら
与

え
ら
れ
た
三
つ
の
観
音
像
を
安
置
し
、
仏
道
に
励
ん
だ
。

【
記
事
】

本
堂
の
前
に
は
、
埼
玉
県
最
古
の
句
碑
で
あ
る
松
尾
芭

蕉
の
句
碑
が
あ
り
、
菊
塚
「
寒
菊
や
粉
糠
の
か
か
る
臼
の

端
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

【
ひ
と
言
】

本
堂
で
は
礼
拝
者
へ
の
飴
の
サ
ー
ビ
ス
・
お
接
待
が
あ

っ
た
り
と
、
心
暖
か
く
巡
拝
者
を
迎
え
て
く
れ
る
。
そ
の

細
や
か
な
心
配
り
に
、
ま
た
、
観
音
様
の
心
を
垣
間
見
た

気
が
す
る
。

【
御
詠
歌
】

春
や
夏
冬
も
さ
か
り
の
菊
水
寺
秋
の
な
が
め
に
送
る
年
月

【
所
在
地
】

〒
三
六
九
‐
一
五
〇
三

埼
玉
県
秩
父
郡
吉
田
町
桜
井
一
一
〇
四

【
電
話
番
号
】

〇
四
九
四
‐
七
七
‐
〇
二
三
三

札
所
三
十
三
番
　
延
命
山
　
菊
水
寺

本堂

親孝行いろは歌留多の額
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○文
○文

秩父ミューズパーク
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札所三十四番　日沢山　水潜寺

CANON ELECTRONICS INC.

札所三十四番　日沢山　水潜寺

【
物
語
】

平
安
時
代
前
期
、
こ
の
地
は
雨
が
降
ら
ず
旱
魃
（
か
ん

ば
つ
）
に
苦
し
ん
で
い
た
。
そ
こ
へ
一
人
の
旅
僧
が
現
れ
、

村
人
に
観
音
信
仰
を
説
き
、
木
札
に
「
樹
甘
露
法
雨
」
と

墨
書
し
て
立
て
た
。
す
る
と
、
瞬
く
間
に
雨
雲
が
空
を
覆

い
尽
く
し
雨
を
降
ら
せ
た
と
い
う
。
そ
の
地
、
札
を
建
て

た
所
が
札
立
峠
、
祈
っ
た
所
が
水
潜
寺
の
始
ま
り
で
あ
る
。

【
記
事
】

本
堂
ま
で
の
参
道
に
は
、
三
十
三
観
音
石
像
が
両
側
に

ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。
ま
た
西
国
、
坂
東
、
秩
父
の
百

霊
場
の
砂
を
一
ヵ
所
に
集
め
た
場
所
に
足
型
が
あ
り
、
こ

の
上
か
ら
拝
む
と
、
改
め
て
百
霊
場
の
功
徳
が
得
ら
れ
る

と
い
う
。

【
ひ
と
言
】

こ
こ
水
潜
寺
で
、
秩
父
札
所
三
十
四
ヵ
所
の
巡
礼
も
、

ひ
と
ま
ず
完
了
を
迎
え
る
。
数
々
の
難
所
を
歩
き
つ
く
し
、

全
て
の
札
所
を
巡
礼
し
た
経
験
は
、
必
ず
や
巡
礼
者
各
自

の
心
の
強
さ
と
な
り
、
よ
り
良
い
方
向
へ
導
い
て
く
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
思
い
を
一
人
で
も
多
く
の
人
々
と
分

ち
合
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
こ
れ
幸
い
で
あ
る
。

【
御
詠
歌
】

萬
代
の
願
ひ
を
こ
こ
に
納
め
お
く

苔
の
下
よ
り
出
づ
る
水
か
な

【
所
在
地
】

〒
三
六
九
‐
一
六
二
五

埼
玉
県
秩
父
郡
皆
野
町
日
野
沢
三
五
二
二

【
電
話
番
号
】

〇
四
九
四
‐
六
二
‐
三
九
九
九

札
所
三
十
四
番
　
日
沢
山
　
水
潜
寺

参道に並ぶ三十三観音

本堂

0 1000 2000 3000m

○文
日野沢小

34.水潜寺

皆野駅

親鼻駅
親鼻橋

栗谷瀬橋

上長瀞駅
根古屋橋

至秩父市街

皆野橋

満願の湯
●

△札立峠

水抜

椋宮橋

赤平川
N

に
っ
た
く
さ
ん
　
　
　
　
す
い
せ
ん
じ

よ
ろ
づ
よ
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